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B－122   身長 に対-i  る傾付 球 面， 胸 囲, 祠R. 腰is ,・, 了p  )<ト リー

わ乖の水-<r匁啄政　o 小 官真理 子　 高節 贋^　 守･l 真 參^

呑林 尺医　 恥 μス美　　 尺季宮 方蒙t支 柳 斌澄 子

目 的　 われ われ は衣服 サ<  べ裁 定 の立場 ヵヽら， 成 農期･7 引ヽ 気刎 手鬘杷罹 には． 従 栗生物

学 ク･分 野 で用い られ1 いhi ロｘト')  -<^ 概き をヽとり χれろ ニヒ が'肩勤 と刄え.， こめ見砲

ヵ` ら裸 討i 試 みt  >■ヽる. 今 回i･ 成長期 におけ る身長 とl司径 堆目と7,T口ｘト'I    ーに ついて報

･sis.

方法　 賃料 はigee － 67 河･に 工事技術 院 心 ヤい ヽTz 「 日本ん 刮 辛祐調 看雀料 ．・ う 馳　7

- is 歳 零-t･各辱令500   叫 計13,000 例・ 釦 勒↑* げ- タI･'あI), 性?'l(-    7   -  19歳 を一祁しｚ

身長 をx 軸 に， 嬌iすｵ劃il． 胸 囲，胴 圈． 腰 明 をY  軸 にi: 'I， 谷 マこっいT   不偏苓軸 と萱鋒

ｊ､%: 求め れ．

邨 釆　1)　 領吋扨 風 胸 囲． 胴 回 のs 項目は 零す ヒもリa アロ メト'I  - をcir-す. 吽圓 は

男 子r｀2 楓　f 子 て･t* 3 揖 ？ロ メトI)  -  をer-す．

2)2    稀 ？ロ( ト'I －．,4 令， 男子 では蛮粁jk､t,'身̂ 長153 － 156 cm    ＼.t,    -ft-?- でぼ身長141

－145 cm にあ らわれろ.

3) 眸囲i 除 く3  It 目り 男ヤ とも牙 工祖 で負,フ戌長．う^^ 狙 ではふ,タヽ成長 をホt ．疼 珊ほ

弔女･i;も全祖 で正 の成長 をホ"JT が，゙ 有長 が高い でIレーr ほどﾒ･ が大きい ．

B－123　立体裁孵法に ぶる9鮮剛本表m 形 腿の把隻（ 第2 報 ）

類型化(71 ﾏtめ グヽ ,地 目 の遣 収

大屡々大曝政　　私山　容｝　o 茉田　唄5-

目的　体表面展絹図は衣服(ﾝ､基本的な形慾 を表わ寸と考えることバでヽき、I  の形防的特

性 を把掻 寸るこkit. 衣服の設 計 において吏零ﾏ･ ある。われわれば.   釧 本叙断法によ')体

表面・ 遂似的晨胡図( 体表ニコピ ー) を採取した球、徊1  の凛開S ヵヽ らμ　 やらTﾐヽつで(A個

作t 表わt/;  ^ ・ 債報E 得るこt. わリ さヽら. ところ？、簾団 川 本型^ 物型的に犯握憚るI'

は　 これらt 幾つやヽ・ 奉勅な情報に 零約-  ̂る必要、､ある。 要約・r之*s にn　 主珠添経?tfv-;£

ダ いずい ず用いられる（ 同法におヽいZ け　 解杵に用い?> 項S  の槙 狐泌　 結果に対して%

? な影響t 艮ぼT 力?。 その還｡収は嗅 重に行n わなけin IT方 らり11.　そこ?■-   不報いn

体表コt ° ―上よ丿*1 定した唄目(むうちヵヽら、から丁とつさ丿 折敷 乞ぷ( 表躬レ 且つ、主成

分介拵法(- ます み項召1  選び i;すために　2 ，3ﾌ) 楡討 £試 みた。

有砥 風び蜂篆　瓦等々^ 瞥 生/唯ぬi.対 象k し、静立姿勢 に珀 する胴部 にっいマ、体表コ

ピ ー１採取しft 。得ら献丁こ作裁つじ･－。石キ身にっいマ、図彩 とし７ の特性を表ﾚｈレ　 ま

参、衣服設計にあいマ意味 の函 るし てわれる'7．境目を足び測定を 行なった。次い１ 、吻頑

目拶g. の湘関係数 を昇ii ずるk  , 各項目は 互いに何 い のヽ相関性を示し 乱7o 磯 回それで･

収にっいマ, 係数剛 直心ヽら他 瑚目と(71 相闇関係にJ：バ↑い 噴向を跨訂 し長。 まfi.    境目の取

捨差択 を行り≒7  主戌極極杵t 行≒レ 項目の構成`にt  引司き笥荷量。 劾巳につい で放對

しち。 か7,縁果けI 一卜 対 象とし万体表面影態 瓦主恥卜 分､琲まにr リ解許了iT^ めの燦B

群l 3ﾜ 頑引 を足定｡した。




